
花巻市総合計画基本計画に対する意見
意見の箇所 内容 回答

1

パブリックコ
メント

第３章主要事業
２－３（１）良好な公園
の整備と維持管理

　国交省が計画している川の駅（水辺プラザ）事業を追加し
てほしい

　国土交通省で計画しております整備については、平成１５年度までで既に完了しており、
今後新たな施設整備について予定はございません。今後は、現在整備されている施設の
活用について、ご意見の趣旨に添うよう活用に努めてまいります。

2

パブリックコ
メント

第３章主要事業
２－３（１）良好な公園
の整備と維持管理

　石鳥谷駅前イベント広場整備事業の計画策定に当たって
アイデアを公募するなどしてほしい。
駅舎の新築を要望事業として追加してほしい。

　駅前イベント広場の整備につきましては、広場の整地を実施し、イベント等に活用できる
よう整備を進めてまいります。
　また、駅舎の新築につきましては、調査事業と位置づけており、整備の優先度や方向性
など調査検討してまいります。

3

パブリックコ
メント

第３章主要事業
２－３（２）都市計画道
路の計画的整備の促
進

　都市計画道路白幡薬師堂線の早期執行を望む。 　都市計画決定された道路につきましては、市街地の住宅密集地を通るものも多く、事業
実施に当たっては用地補償その他の問題から工区を設定し、段階的に整備を行わざるを
得ないなど、事業完了までには相当の期間を有することが多くなっております。
　ご意見の白幡薬師堂線につきましては、ＪＲ石鳥谷駅から南側の部分につきましては、一
部開通しており、今後は駅から北側の部分を中心に整備する予定となっております。実施
時期その他につきましては、実施計画に位置づけて計画的に整備を進めてまいります。

4

パブリックコ
メント

第３章主要事業
２－４（１）生活道路の
整備・維持管理

　電線類地中化事業に石鳥谷の旧国道４号を加えることを
検討してほしい。

　ご意見のありました電線地中化については、都市景観の形成、空間利用、防災などに果
たす役割が大きいため、地中化事業の必要度が高い市街地を中心に順次整備を進めるこ
ととしております。また、1事業につき計画・準備段階から含め最低７～８年の期間が必要で
すので、当該計画に盛り込むことは困難であります。

5

パブリックコ
メント

施策４－２活力と特色
ある学校教育の推進

　市内にある県立高校に対する支援を、何ができるか検討
してほしい

　市内にある県立高校に対する支援につきましては、これまで、花巻農業高校へ対する教
育環境整備事業や創立記念事業への支援、さらには生徒確保対策事業として、大迫高校
並びに東和高校の生徒確保対策協議会への活動支援を行っております。しかしながら、
県立高校の運営に関する経費につきましては、設置者である県の責任で措置されるべきも
のであり、市が支援することは望ましい姿ではないと考えております。
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花巻市総合計画基本計画に対する意見
意見の箇所 内容 回答

6

パブリックコ
メント

６－４情報公開の推進
と広報広聴活動の強
化
パブリックコメント制度
の運用について

(1)寄せられた意見に対する考え方を公表する。ということ非
常に大事なこと。提出者にとっても、市民にとってもどんな意
見が出されこれに対す市の考え方を知ってもらうことは市政
参画への動機付けになるほか、有益な広報活動の一環で
ある。
(2)今までにも幾つかのパブリックコメントの募集はあったが、
公表されたことはない。通り一遍の耳ざわりの良い回答では
なく、率直に誠意を持って回答すべきである。
(3)今回の意見募集案内にも提出された意見の取り扱いに
一切触れていないのは配慮に欠ける。
(4)提出された意見は、市長に届いていないのではないか。
(5)意見募集や公表の方法について
　ホームページによる広報を主体に考えているようだが、
ホームページを見る人がどれだけいるのか疑問。
　全世帯に配布される広報を主体とすべき。重要な問題に
ついては廉価版でよいので随時臨時広報を発行すべき。
(6)今後も非公表の方針であれば、パブリックコメント制度は
廃止すべき。

　パブリックコメントにより寄せられた意見やそれに対する市の考え方の公表については、
今回の総合計画では、市長を委員長とする委員会において寄せられた意見の計画への反
映等について協議し、審議会においても議論した上で、いただいた意見と併せて市の考え
方を公表しております。
　また、ご提案の臨時に広報紙を発行し周知を図ることにつきましては、印刷経費や全世
帯への配布経費の関係から困難と考えています。
　なお、今後の意見募集の際には公表の方法等についても明示してまいります。

7

パブリックコ
メント

総括的事項 　138ページの資料は多すぎる。簡単に読めるものではな
く、パブリックコメントとしては不適切。

　パブリックコメントでは実際の計画書の案を全て公表してご意見を頂くこととしております
ので、ご理解をいただきたいと存じます。

8

パブリックコ
メント

第２章施策体系別計
画
第３章主要事業

　第２章、第３章は不要。優先度に応じて実施企画段階で
具体的に立案公表して説明するなり意見を求めるなりすれ
ば良い。
　８～５ｐ（基本計画の体系後段、各施策の内容）の要約程
度で十分。

　総合計画の体系といたしまして、基本計画では、基本構想に示されている政策に沿っ
て、施策から基本事業までの体系を示すものです。従いまして、各施策の現状、課題から、
基本事業の内容までより具体的に示すことといたしておりますので、ご理解をいただきたい
と存じます。
　なお、各施策の実施にあたりましては、行政評価の観点から優先度などを十分に考慮し
て事業を実施してまいります。

9

パブリックコ
メント

第４章財政計画 　第４章は説明もなく、試算表が１枚だけ。前提条件の取り
方でどうにでもなる試算表は不要。６－５で取り上げている
重要な基礎的財政収支の見通しにも触れていない。

　第４章につきましては、平成１９年度当初予算との整合性を図りながら、解説を追加いた
します。

10

パブリックコ
メント

用語解説について 　用語解説を付けたのは評価できる。用語解説は注１、注２
として脚注とすべき。
　ブロードバンド環境、ノーマライゼーションに解説がない。
北上中部拠点都市の解説がわかりにくい。

　用語解説につきましては、ご意見のとおり注１、注２としてわかりやすく表記を改めます。
　また、ご指摘の用語につきましても、解説を追加・修正いたします。
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花巻市総合計画基本計画に対する意見
意見の箇所 内容 回答

11

パブリックコ
メント

用語解説について 　用語解説をまとめるとＡ４版数ページになると思うが、それ
だけわかりやすい文章になっていないということ。
　わかりやすい表現とは解説を要する言葉は使わないで表
現することであり、その努力（市民の目で見る、考えるという
こと）が不十分と思う。例えばＩＣＴ、ブロードバンド等難しい
言葉を使わずとも「市内全域で新しい通信技術を活用して、
大量の情報を短時間でやり取りできる仕組みづくりを進め
る」くらいにしても正確性には欠けるかもしれないが意図す
るところは伝えられるのではないか。

　ご意見を参考に、言いかえが可能なものは言い換えて、言い換えるとわかりにくい言葉は
解説をつけるなど対応を検討いたします。

12

パブリックコ
メント

第２章第２節標題「交
流･移住人口増加で、
訪れたい、住みたいま
ちづくり」

　日本語表現として変ではないか。原因と結果が逆転して
いる。「訪れたい、住みたいまちづくり」をして「交流･移住人
口を増やそう」というのではないか。

　交流人口・移住人口増加の施策の実施により、訪れたい、住みたいまちをつくるという意
味で使わせていただいたものです。

13

パブリックコ
メント

２－４快適で便利な道
路網と公共交通体系
の構築

　基本事業（２）国・県道の整備促進について、大迫地域・
東和地域間をつなぐ南北道路（トンネルが最適と考える）の
実現。
 これができて初めて観光環状ルートが完成するとともに、交
通面での一体化が完了する。

　大迫地域と東和地域を結ぶ道路の整備につきましては、バスなどの大型車両もスムーズ
に通行ができる、主要地方道盛岡大迫東和線の整備が新設の古田トンネルを含めて平成
１２年に完了しており、現在のところ大規模な道路の新設、改良は予定されておりません
が、この主要地方道を補完する道路の改良等も行いながら、ご意見のとおり観光や地域間
の交流がさらに促進されるよう努めてまいります。

14

パブリックコ
メント

第２章第４節地域で支
える子育てと教育のま
ちづくりにについて

　子育て支援と教育という括り方に納得がいかない
トップに教育立市を掲げていただきたい。　これは「子育て
支援」体制の充実に勝る「住みたいまちづくり」となるもので
ある。

　「地域で支える子育てと教育のまちづくり」につきましては、政策の上位の理念となる基本
理念「強くて優しいまちづくり」の中に人材育成を位置付けており、教育分野につきまして
は、学校教育や生涯学習、芸術文化などそれぞれの分野や機関において役割を重点化
し、子育ても学校教育も花巻市の子どもを育てるという共通認識に立ち、政策実現のため
の施策及び事業の実施について積極的に推進してまいります。

15
パブリックコ
メント

教育立市について次
の点を提言する

(1)優れた教育環境を整えることは、定住者の増加の強力な
吸引力となる。群馬県太田市の教育特区の例もある。

　全国の事例等をさらに研究し、本市の教育振興に生かしてまいりたいと存じます。

16

パブリックコ
メント

(2)市内の優秀な生徒が他市の高校に進学しなくても済む
様に、市内の高校教育の質を上げることである。これにはま
ず、意欲があり、指導力のある優秀な教師を多く集めること
が最優先である。

　市内の高校につきましては、各校とも相応の努力のもと、質の高さを維持されていると認
識しております。県立高校では、近年広域学区を採用しており、他市への進学も多くなって
きておりますが、逆に他市からの進学も増加していると聞いているところであります。
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花巻市総合計画基本計画に対する意見
意見の箇所 内容 回答

17

パブリックコ
メント

教育立市について次
の点を提言する

(3)子供の個性を健やかに伸ばすための学校づくりとして、
理数系・文学系・スポーツ系等の特色ある学校群を作る。
　市単独では困難であれば、すでに生活圏の一部となって
いる北上市との連携を視野に入れても良いのでは、と考え
る。

　子どもの個性を健やかに伸ばすための学校づくりにつきましては、国も県もいずれの市
町村も基本的には同じ考えで、市民の負託に応えるべく努力しております。いずれの市町
村と連携するとしても変わるものではございません。広域になればなるほど大きいメリットも
ありますが、反面デメリットも生じて参ります。従いまして、貴重なご意見として参考にさせて
頂きますが、当面は、花巻市としての目標・方針・具体的な施策を推進して参りますのでご
理解を賜りたいと存じます。

18

パブリックコ
メント

(4)全市の子供たちに郷土史と郷土の優れた先人（淵沢能
恵女史のような先人の発掘を含む）の努力と功績をしっかり
教え、郷土に誇りを持ち、先人に負けない努力をしようという
啓蒙教育をする。

　現在、市内の学校教材資料としては、副読本の「小学生のための宮沢賢治」をはじめ、
「中学生のための花巻人物誌 揆奮」や「清流猿ヶ石」など郷土の先人や歴史上の人物を
紹介したものがあります。また、博物館や記念館等では企画展やテーマ展などを開催し、
先人の偉業を顕彰したり、郷土の歴史を紹介しております。その他、先人に因んだ記念事
業なども随時実施しております。
　これらを通じて、各学校では総合的な学習の時間などに、子供たちに郷土の歴史や文化
に触れ、郷土に対し誇りと愛着を持ってもらうよう教育しております。

19

パブリックコ
メント

(5)スポーツの振興も独立項目として掲げていただきたい  スポーツの振興につきましては、人材育成にとって重要な項目であると考えており、大きな
施策の一つとして位置づけております。なお、具体的な方策につきましては、今後策定す
る「スポーツ振興計画」に基づいて推進してまいります。

20

パブリックコ
メント

第２章第６節市民本位
の行政のまちづくり

　財政情報公開の積極的推進をぜひ取り上げていただきた
い。現状の広報紙での見開き２ページ程度ではまだまだ不
十分。廉価版の臨時広報の発行も考えていただきたい。

　財政情報公開につきましては、「花巻市財政状況の作成及び公表に関する条例」にもと
づく公開を行っております。予算と決算につきまして、それぞれ広報にてお知らせしており
ます。公開にあたりましては、わかりやすくお伝えするよう工夫してまいります。

21

パブリックコ
メント

はなまきブランドにつ
いて

　自然、歴史・文化、食、観光地、特産品、産業などの地域
資源の付加価値を高め、他の地域との差別化を図る、という
部分において、すべてに共通する、統一されたロゴマークを
付けてはどうか。市内にあるサインや看板、土産品の包装
紙、観光ポイントにある説明板、観光パンフレットなどなど、
いたるところ、いたるモノに共通ロゴマークが印刷すること
で、1.観光客に対して「はなまき」のイメージが強く印象に残
る。2.合併した旧4市町の住民が常日頃からロゴに接するた
め、連帯感、一体感が早期に育つ などの効果が期待でき
る。

　市のシンボルマークとしては、現在、観光パンフレット・ポスター、観光イベント等などで、
漢字の花巻を鹿踊りとかけあわせたものを使用しているところであります。
 　ロゴマークの活用は、ご意見のとおり、はなまきブランドのイメージアップと4地域住民の
連帯感、一体感の醸成にも役立つものと考えられますので、ご提案の趣旨につきまして
は、今後関係機関・団体と協議・検討してまいります
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花巻市総合計画基本計画に対する意見
意見の箇所 内容 回答

22

パブリックコ
メント

・グリーンツーリズムに
ついて

　日本の田舎町でこれをやっていないところは無いというほ
どメジャーに なっている。ライバルも多く、年間3～4000人程
度では、はた して費用対効果としては如何なものかと疑
問。そこで、他ではやっていない花巻独自のツーリズムを探
す必要がある。

　市のグリーンツーリズムは、県外都市部の中高生の農業体験の教育旅行に特化してお
り、昨年は２，３２２人を受け入れており、平成19年度も現時点で同程度の予約を受けてお
り、昨年４月１８日には、はなまきグリーンツーリズム推進協議会を設立し、修学旅行等の受
入窓口の一本化と市民理解の醸成、受入農家の拡充・育成等の体制づくりを図ったところ
であります。
　協議会活動の展開を通して、グリーンツーリズムの推進や農林業体験活動等体験・交流
プログラムの開発など、地域の特性を生かした観光資源の育成、開発に努め、観光客の増
加策を講じますとともに、農業情報、観光情報の発信にも力を入れて参りたいと存じます。
　さらに、結果として、農家所得向上につなげるため、訪れた学校との相互交流を図りなが
ら、安全安心な農産物の販売促進による花巻ブランドの確立にも繋げて参りたいと存じま
す。

23

パブリックコ
メント

地産地消について 　あまり地消にこだわると、決まったパイの中でしかお金が
動かず、いつまでも豊かにならないのではと危惧する。ま
た、地元で育てる農産物は外部のエネルギーをうのでは。
例えば肥料、燃料、梱包資材、工具機械、運搬具などこら
れをすべて岩手で生産し賄うのならいいが、現実には大半
が外部からの購入のはず。すると、地産地消は外貨が入る
どころか、生産の段階で外へ流失することになる。

　豊かな特産作物を有する花巻の知名度を活かしながら、身近な資源を生かし、身近な消
費者とつながり、旬の物を新鮮な状態で食すという地域自給を目指し、地産地消の推進に
努めているところであります。
　また、地元産野菜の学校給食への導入の促進を図っているところであり、地元の食材を、
学校給食に取り入れることにより、子どもたちと生産者との心のつながりや、安心感、食に
対する興味や関心を高め新鮮な食材を通じて、地域のくらしや食文化を将来につなげるも
のとしてとらえております。
　地域で愛される物は、口コミや贈答品等で地域外にも広く知られ、外消につながっている
例が多くありますことから、まず地元消費者に喜ばれる農畜産物の生産に努めて参りたいと
存じます。

24

パブリックコ
メント

企業の誘致について 　花巻市は北上市や金ヶ崎に比べ企業誘致が進んでいな
いと思う。工業用地を整備しても荒れ地状態で、あのまま放
置しておくならば、いっそのこと用地代金は無料にしてはど
うか。早期に企業を誘致し、雇用の創出や法人税の確保な
どに重点を置いてはどうか。誘致企業にタダで売るのでは
なく、タダで貸せばいいのでは？
　また、ネットの環境整備が不十分である。企業はADSL程
度のネット環境では仕事にならない。現状では企業が立地
すべき場所には光通信が来ていない。これでは企業は来た
くても来られないのでは。

　花巻市内の分譲中の工業団地は、岩手県土地開発公社が分譲元の花巻第一工業団地
テクノパークと花巻第二工業団地、工場適地に指定されている民有地２箇所があり、岩手
県土地開発公社では、リース特約付分譲による取得が可能であるほか、独立行政法人都
市再生機構が分譲する花巻流通団地においても、団地内の用地を一定期間借りる事業用
定期借地制度が利用できます。さらに、花巻市独自の工業団地として、笹間地区に(仮称)
花巻第三工業団地として、１５．８haの用地を確保しておりますが、造成につきましては、幹
線の道･水路等必要最小限のインフラ整備のみとすることで低廉な価格で分譲する予定と
しております。
　また、高速大容量のインターネット接続サービスエリアの拡大につきましては、ＮＴＴ等関
係機関に強く要望しております。

25

パブリックコ
メント

未使用の市有地対策
について

　市営の分譲住宅を花巻市民向けではなく、外部に住んで
いる人向けに安く販売してはどうか。未使用の市有地も無
駄なく消化でき、人口増加にも役立つ。その後、税収アップ
にもつながるり、人が増えれば商業にも良い影響が出る。
また、オール電化住宅で全戸に太陽熱発電が付いている
環境に配慮したタウンというのも売りにしては。

　未使用の市有土地は、広報等によりお知らせし、公売しております。
　土地の売却価格につきましては、市民の財産であることから適正な時価で売却していると
ころです。
　ご提案の件については今後の参考とさせていただきます。
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花巻市総合計画基本計画に対する意見
意見の箇所 内容 回答

26

パブリックコ
メント

商店街の再生につい
て

　昔から続いた「商店街」という概念が終焉を迎えている。旧
態依然の商店街を再生しようという発想そのものがすでに
陳腐なのではないか。 本当は「商店街」という概念にとらわ
れない、まったく新しい発想の街造りをする時代になったの
ではないか。

　中心市街地は、時代の流れのなかで繁栄と衰退を繰り返し、移ろってきたものであり、公
益的機能や小売商業や地場産業等の多様な機能を担ってきた中心であります。これまで
の歴史・文化・伝統などを含めた広い意味での社会資本が蓄積された地域であり、そこに
暮らす市民の暮らしを守るためには、今後とも、意欲ある商業者や市民の主体的な活動を
支援し、賑わいのある商店街の再生を図っていくことが必要と認識しております。

27

パブリックコ
メント

ICTの推進について 　どんなに興味があっても、一生懸命教えても普及率は上
がらない。その理由は、パソコンを買うお金がないというこ
と。普及率の高い地域との差は年間の収入の差ではない
か。ＩＣＴの推進と花巻市の活性化は比例するのではない
か。

　パソコンの普及率の差は収入の差ではなく、パソコンを購入する費用を払う気持ちになる
かどうかの点で地域差があるように感じております。今後ホームページを始めインターネット
での情報提供が当然の時代になるとの認識から、インターネットの利用により世界が広が
り、利便性が向上することを市民の方々に知っていただくことが、インターネットの利用促
進、ひいてはパソコンを購入しようという動機付けに繋がるものと考えております。

28

パブリックコ
メント

人と自然が共生できる
環境づくり について

・早池峰山頂のトイレは、そのトイレは撤去すべきではない
か。初めから無いと分かれば自ずと携帯トイレを携行しする
し、それでもマナーが悪ければ、登山口に携帯トイレを置い
ておけばいい。
・温室効果ガスの削減についての記述があるが前述の通
り、化石燃料使用を減らすために、太陽熱発電装置の取り
付けに補助金を出せないか。「ソーラーの街はなまき」をア
ピールすれば、 隣町からも家を求めて人が移住するかもし
れない。花巻市がメーカーとタイアップして安く供給出来る
体制を造り、かつ補助を出せば、取り付けを諦めている市民
も設置するのではないか。 これに連動して、当然建設業者
も仕事が増えるという効果がある。

　早池峰山頂のトイレは、早池峰山頂避難小屋に付随したトイレとして岩手県により設置さ
れたものですが、県に対しましてご意見のあったことは伝えてまいります。なお、携帯トイレ
は、登山口、山頂避難小屋に置いてあり、市といたしましては、登山の問合せがあった際に
携帯トイレの利用もお願いしております。
　太陽光発電につきましては、地球温暖化等の環境問題対策と新エネルギーの啓発とし
て、国の施策と共同歩調をとり一般住宅を対象に助成制度を創設し、平成７年度から平成
１７年度まで継続実施してきたところですが、一定程度の啓発と普及がなされたことから、現
在は助成制度を廃止しております。
　市といたしましては、制度は廃止したものの、地球温暖化等は大きな課題であることから、
様々な機会をとらえて市民や事業所に対し啓発を行ってまいります。

29

パブリックコ
メント

良好な市街地の形成
について

　花巻にはメーンパークがない。市街地に観光客を誘導す
るのであれば、このメーンパークに賢治記念館などを配置
すべき。すぐにというわけにはいかないと思われるので、記
念館が老朽化する頃に合わせて都市計画を行ってほしい。

　市ではこれまで、それぞれの目的に応じた各種公園の整備を行ってきましたが、特定し
てメーンパークとして位置づけされたものはありません。
　中心市街地に新たに大規模な公園を整備することは、現在の土地利用からみて難しい
状況にありますが、既設の「鳥谷ヶ崎公園」（城内・小舟渡）や今年３月末にオープンする
「三の丸公園」（城内・仲町）などの花巻城跡に整備された公園があります。
　今後、「緑の基本計画」策定を進めるにあたっては、中心市街地に不足している緑の空
間を確保し、景観、環境などの向上を図るとともに災害時の緊急避難場所確保するため、
これらの公園を核とする花巻城跡にふさわしいシンボル的公園となる整備について計画を
検討していくこととしています。
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花巻市総合計画基本計画に対する意見
意見の箇所 内容 回答

30

パブリックコ
メント

生涯スポーツ・レクリ
エーションの推進 に
ついて

・花巻には登山向けの山がいくつもあるが、この項には登山
についての表記がない。
・早池峰山でさえ、登山向けのキャンプ場などの整備が不
十分である。
・大迫直近にキャンプ場を造ることにより利用者に安心感を
与え、かつ、街中で飲食の買い物をして貰える利点がある。
・山は健康増進資源であることから、もっと広く活用＆広報
すべきである。

　ご提言趣旨につきましては、ご案内のとおり大迫地域の中心部周辺には平場が少ないこ
とから、新たにキャンプ場設を整備することは、難しいと思われることから、現在大迫緑の村
施設として内川目地区に設置し、宿泊及びキャンプ場として活用できる「農業体験実習館
や「清流の駅」大迫の「渓流の駅」等既存施設の活用で検討してまいります。
　 また、登山に係る表記については、市民のスポーツ活動は多種多様にわたって行われ
ているため、特定の競技に絞った表記はしないものとしております。
　なお、具体的な方策につきましては、今後策定する「スポーツ振興計画」に基づいて推進
してまいりますので、ご理解を賜りたいと存じます。
　頂きましたたご意見につきましては参考にさせていただきます。

31

パブリックコ
メント

高齢者や障害者がま
ちで暮らす真のノーマ
ライゼーションへの取
り組み

・高齢者諸施設の設置に関して、調査事業として計画され
ているが、早期の設置着手をお願いしたい。
・高齢者諸施設の運営に関して、高齢者を補助作業員とし
て採用することを検討いただきたい。

　特別養護老人ホームやグループホーム等の高齢者施設の設置にあたりましては、介護
保険事業計画に基づき、計画的に整備を進めてまいります。
　施設の運営に際し、高齢者を採用するということにつきましては、施設の運営方針等によ
りますが、現在、利用者送迎の自動車運転や高齢者世帯に対しての昼食配達などに高齢
者を採用している介護保険施設等もございます。また、シルバー人材センターの派遣を活
用している施設もあることから、シルバー人材センターの機能強化を支援することにより、高
齢者の採用について拡大に努めてまいります。

32

パブリックコ
メント

広報について 　情報伝達方法について、行政区を通じて伝えられる情報
の中に重要と思われる通知が文書配布でなく、回覧で供さ
れる例がある。市民参加を求めている場合は回覧でなく文
書配布にして市民の自覚を盛り上げるような工夫をこらして
いただきたい。

　市民の知る権利を保障し、市民の市政への参加を促進するためにも、本市の施策や各
種制度をはじめとするさまざまな情報をわかりやすく市民に伝える必要があると認識してお
ります。その情報伝達方法につきましては、広報紙を活用し世帯配布とする方法を中心に
行っておりますが、急なお知らせなどには対応に限界があり、世帯回覧などを活用する場
合もございます。今後は市のホームページなども活用しながら、各戸配布も含めて効率的
でタイムリーなわかりやすい情報の提供に努めてまいります。

33

パブリックコ
メント

各種議事録の作成と
公開

　情報公開は市のあらゆる機関で強力に推進されなければ
ならないことである。
　一例として議事録の公開では、せっかく議事録にたどりつ
いても要約記録などで議事の流れや展開が全くつかめない
ばかりでなく、発言そのものが記録されていないなど、問題
点が多々ある。議事録は市民参加の足跡であり、開かれた
市政の記録である。

　審議会等の開催は、原則公開としており市民誰もが傍聴が可能となっており、会議録に
ついても市行政情報センターで閲覧に供するなど原則公開としております。会議録のまと
め方など公開方法については、ご意見のとおり、「詳しさ」や「見やすさ」など様々な視点か
ら改善に努めてまいります。
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花巻市総合計画基本計画に対する意見
意見の箇所 内容 回答

34

パブリックコ
メント

自治体行政について
の市民監察

　国から自治体に委譲される権限は今後しだいに増加する
方向にあると思われる。国の仕事については行政監察制度
があるが、自治体については不十分である。市民オンブズ
マン制度、監査委員会、行政相談、情報公開、などバラバ
ラにあり、十分に機能しているとは思われない。
　国の行政相談のように手軽で安心できる自治体のシステ
ムづくりが開かれた市政に必要である。予算のつかわれ方、
行政の仕事のやり方などについて、市長の指示により市民
に代わって独立した権限をもつ機能として自治体の行政監
察システムをそなえることがこれからの自治体のあるべき姿
である。
　新しい市政のあり方として自治体が自ら監察するシステム
を構築して市民との仲立ちをしてはどうか。これは市政を罰
するのではなく、市政を理解し、よりよい市政のあり方につ
いて工夫改善していくシステム。市政における自己復元力
を装置として備えることが市民の自治体にたいする信頼と愛
着を涵養する。

　本市における監査制度は、地方自治法に定める監査委員を設置して監査を行っており、
ご意見の市民に代わって独立した権限を持つ自治体の行政監察制度の導入は現在のとこ
ろ予定をしておりません。しかしながら、市民に対し行政の透明性を確保するような仕組み
づくりは重要なことであると認識しておりますことから、本総合計画の進行管理には行政評
価の手法を取り入れ、効率的、効果的な行財政運営はもとより、評価結果の公開を通じて
透明性の高い行政運営をすることとしております。

35

パブリックコ
メント

市民の責任や義務 　市の基本計画のなかで市民参加あるいは行政との恊働が
あちこちに散見される。
　至近の例では保育について認定子ども園について資料
が配布されましたが、保育が「園と親の契約」になることにつ
いて、自治体の責任や義務がどのようになるのか説明され
ていない。
　今後、求める市民の責任が今までと異なる場合、告知だけ
でなく、理解を形成することが求められているのでは。

　基本構想の基本理念の一つとして「市民参画・協働のまちづくり」を掲げていることから、
基本計画にもそのように反映されているためです。
　今後の市民参画・協働のあり方については、「まちづくり基本条例」を制定し具体的にして
いくこととしておりますが、現在、条例案を市民の手づくりで準備を進めているところです。
市民参画・協働についての理解の形成についても検討する際の参考とさせていただきま
す。

36

パブリックコ
メント

地域振興について 　地域振興のかなめは僻地対策にも市政の光をあてて欲し
いと思います。他自治体と境界を接する地域は山地などの
自然境界だけでなく、遠野市や奥州市、北上市などと接す
る僻地がある。他自治体と隣接する地域にあっては、商圏
や生活圏が相互に重なっている。そこでお互いの僻地が元
気になるような地域振興政策がとれるような工夫が必要と思
われる。地域振興が内向きな視点にとどまらず、外交的姿
勢をともなう活動が地域を興します。そしてこれら地域間外
交は本庁だけでやる仕事ではありません。こうした地域が元
気になる視点を地域振興にぜひとも追加していただきた
い。

　地域の皆さんが自分たちの手で身近な課題を解決できるよう、市内26箇所に小さな市役
所を設置し、それぞれにコミュニティ会議を組織します。コミュニティ会議には、身近な地域
課題解決や地元の地域振興などに活用していただく交付金を交付し、その使い道につい
ては、コミュニティ会議において決めていただくこととしております。小さな市役所には、支
援職員も配置し、地域と一体となって協働による地域づくりの実現に取り組んでまいりま
す。
　ご意見の地域間の振興が内向きとならずに外向きの振興策をという点につきましては、各
地域での考え方もあると考えます。
　また、僻地対策につきましてのご意見ですが、国の制度では過疎地域などに対する支援
措置もありますので、それらの制度も活用しながら市域全体として振興を図ってまいりま
す。
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花巻市総合計画基本計画に対する意見
意見の箇所 内容 回答

37

パブリックコ
メント

第2章
２－１人と自然が共生
できる環境づくり

課題について
・市民が市にある自然財産の存在とその価値を知らない
・早池峰の場合、世界自然遺産を見据えた取り組みが必要
・自然を金銭的な価値観に偏って見るのではなく、宮沢賢
治のように敬うことができるような自然教育があるべき
・身売り的な観光誘致ではなく、市民が威厳を持って迎えら
れるようなツーリズムの構築

　ご提案いただきましたご意見を参考に、早池峰山を含めた市内の豊かな自然環境を市
民を始め多くの方にご理解していただくよう、環境教育等の事業を実施してまいります。

38

パブリックコ
メント

基本事業の内容について
（１）良好な自然環境の保全について
・まずどんな素材が存在するか知るべきであり、花巻の自然
環境、特に動植物の実態調査が必要
（２）地球温暖化対策の推進について
・抽象的であるので「マイ箸、マイレジ袋持参宣言都市」ぐら
いのほうがとりあえずわかりやすい
・全体的に目先のことも大事だとは思うが、ビジョン（長期計
画）がないとその場しのぎになる

　これまでも各分野において、市や国、県、また団体等で実態調査を進めてきたところであ
り、その報告書や文献等は、公共や民間の開発事業や環境に関する計画等に活用されて
きたところです。市といたしましては、今後ともご提案の調査は実施してまいります。
　ごみの減量や分別、収集、運搬、処理等、ごみ処理に関する総合的な指針として平成２７
年度を目標とする「一般廃棄物処理基本計画」があります。また。これら具体的な事業実施
については、毎年「実施計画」を作成し、ごみ処理事業を進めております。ご提案のマイ
箸、マイレジ袋持参など市民がわかりやすく、また取り組んで欲しいごみ減量等の対策は、
実施計画に盛り込んでおります。
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花巻市行政改革大綱に対する意見
意見の箇所 内容 回答

1行政改革パ
ブコメ

全体 　殊更にこのようなものは必要ないと考える。法律上どうして
も策定しなければならないのであれば、「総合計画基本計
画を平成２７年までに着実に実行する。」ぐらいの１行でよい
のではないか。なぜなら総合計画基本計画の実行が行政
改革なのである。

　総合計画基本計画は、市の行政分野全般にわたるものであり、記載内容も相当の分量
がありますので、総合計画基本計画そのものを行政改革大綱とした場合には、行政改革の
視点で取り組む内容が市民の皆さんに伝わりにくくなるおそれがあることから、重点的に取
り組む施策を明らかにし、市民の皆さんに理解していただこうという趣旨で、総合計画基本
計画の一部分を取り出し、行政改革大綱として策定しようと考えているものであります。


